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「親
学
」
通
じ
子
育
て
支
援

埼
玉
親
学
推
進
委
員
会

公
彙
情
買

朗
理
事
長
）
主
催
の
第
１
回
埼
玉
親

学
推
進
セ
ミ
ナ
ト
が
２２
日
、
熊
谷
市

内
で
開
か
れ
、
約
８
０
０
人
が
参
加

し
た
“
　
　
　
　
　
　
　
　
一

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
参
加
で

き
る
授
業
研
究
を
進
め
て
い
る
教
員

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
模
擬
授
業
を
は
じ

め
ヽ

「親
学
」
運
動
を
全
国
的
に
推

一家
庭
、
一〒
検
、
一■
域
の
撞
籍
諮
狩
ル
不
な

ど
を
話
し
合

っ
た
上
国
製
冒
う
パ
ネ
ツ

ス
ト
＝
熊
谷
市
の
さ
く
ら
め
い
と

熊
谷
の
セ
ミ
ナ
■
に
８００
人

進
す
る
高
橋
史
朗
理
事
長
の
記
念
請

演
、
本
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
た
熊
本

県
の

コ
全
嵯
塾
百
支
援
条
例
」
の
制

定
ま
で
の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ

れ
た
ｆ

¨
一
“
緒
コ

ツ矢口
埓

ヨ も
考
『
ヽ
一
申
麻

事
は
県
が
取
り
組
む

「子
育
て
支
援

セ
ン
タ
‐―

」
の
活
動
を
よ
り
細
や
か

に
進
め
、
子
育
て
で
共
助
の
環
境
を

支
援
す
る
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。
幼
稚
園
を

運
営‐
し
て
い
る
県
教
育
委
員
の
吉
田

敬
岳
氏
は
、
入
園
前
の
子
ど
も
と
母

親
ｔ
対
す
る
支
援
ｔ
長
年
取
り
組
ん

で
い
え
事
例
を
報
告
¨
母
親
の
中
間

作
り
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
し

た
。高

橋
理
事
長
は

「親
育
ち
の
支
援

な
し
に
子
ど
も
は
幸
せ
に
な
ら
な

い
」
と
現
在
の
教
育
劣
化
の
大
き
な

要
因
に

「成
長
で
き
な
い
、
し
な
い

親
」
に
課
題
が
あ
る
と
指
摘
。
家
庭

教
育
の
充
実
に
強
く
関
係
す
る
女
性

の
就
労
と
子
育
て
の
両
立
に

つ
い

て
、

「行
政
施
策
が
専
業
主
婦
や
子

育
て
後
に
職
場
復
帰
し
た
い
と
い
う

約
８
割
の
女
性
に
目
が
向
か
ず
、
残

り
２
割
の
キ
ャ
リ
ア
志
向
の
女
性
に

向
い
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
中
で
は

「親

守
詩

（お
や
も
り
う
た
）埼
玉
大
会
」

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
知
事
賞
に
輝

い
た
秩
父
市
立
高
篠
中
学
の
小
久
保

拓
海
君
の
作
品

「す
れ
違
う
　
気
持

ち
つ
な
い
で
　
親
子
詩
　
思
い
届
け

と
　
一亘
葉
を
探
す
」
に
賞
状
が
贈
ら

れ
た
。


